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（1）
　
春
の
き
ざ
し
軽
や
か
な
今
日
こ
の
ご
ろ
、

27
年
度
の
自
治
会
活
動
も
残
す
と
こ
ろ
１

カ
月
余
り
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
活
動
計
画
に

沿
っ
て
大
過
な
く
今
年
度
も
無
事
に
自
治

会
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

27
年
度
の
活
動
報
告
並
び
に
28
年
度
の

計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
追
っ
て
お
配
り

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
第
27
回
総
会
資
料

を
ご
参
照
頂
き
、
来
る
３
月
27
日
（
日
）

の
総
会
に
是
非
大
勢
の
方
の
ご
出
席
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
度
は
、
火
山
活
動
の
多
発
と

異
常
気
象
に
よ
る
集
中
豪
雨
で
、
全
国
各

地
で
大
き
な
自
然
災
害
が
発
生
い
た
し
ま

し
た
。
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
幸
い
に

し
て
直
接
的
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
災
害
は
何
時
何
処
で
起
き
る
か
は

予
測
が
で
き
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
時
に

備
え
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め

に
は
、
住
民
同
士
の
連
帯
と
防
災
に
対
す

る
普
段
か
ら
の
心
掛
け
こ
そ
減
災
に
結
び

付
け
ら
れ
る
第
一
歩
と
考
え
ま
す
。
引
き

続
き
皆
様
と
共
に
防
災
へ
の
取
り
組
み
に

力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

近
年
私
た
ち
の
生
活
水
準
は
、
物
質
的

に
大
幅
に
向
上
し
ま
し
た
。
そ
の
反
面
都

市
化
、
情
報
化
が
進
み
生
活
意
識
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
、
か
つ
て
の
地
縁

に
よ
る
共
同
生
活
意
識
は
失
わ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
地
域
社
会
に
お
け
る
住
民
の
連

帯
感
が
と
か
く
希
薄
に
な
り
が
ち
な
こ
と

は
、
私
と
し
て
大
変
危
惧
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
快
適
で
便
利
な
生
活
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
我
々
は
、
今
や
物

か
ら
心
へ
の
転
換
や
生
活
の
見
直
し
を
図

り
つ
つ
、
少
子
高
齢
化
の
中
、
新
し
い
地

域
社
会
つ
く
り
に
目
を
向
け
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
は
、
個
人
の
み
で
充
足

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

お
け
る
潤
い
の
あ
る
人
間
関
係
や
公
共
的
施

設
・
機
能
（
上
下
水
道
、
排
水
、
道
路
、
保

健
衛
生
、
防
犯
、
防
災
、
ご
み
処
理
な
ど
）

が
補
完
さ
れ
て
初
め
て
満
た
さ
れ
る
と
い
わ

れ
ま
す
。
皆
が
安
心
し
て
住
み
や
す
く
誇
り

に
思
え
る
街
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、「
み

ん
な
で
参
加
し
て
」楽
し
い
文
化・レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
活
動
・
健
康
づ
く
り
や
、
地
域
で
の

福
祉
活
動
な
ど
が
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
決
し
て
ひ
と
ま

か
せ
で
は
な
く
、「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分

た
ち
の
手
で
」
と
い
う
自
主
的
な
考
え
で
実

践
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
治
会
は

一
部
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
総
意
で
作
ら

れ
、
活
動
し
、
ま
た
発
展
さ
せ
て
い
く
も
の

で
あ
り
ま
す
。
何
よ
り
も
そ
こ
に
住
む
人
た

ち
の
積
極
的
な
参
加
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
意
味
合
い
か

ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
は
街
づ
く
り
の

基
礎
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
活

動
を
実
質
的
に
推
し
進
め
て
い
く
の
が
住
民

自
治
組
織
で
あ
る
自
治
会
の
大
き
な
役
割
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
役
員
一
同

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で

す
。
地
域
の
発
展
を
図
る
た
め
に
、
会
員
皆

様
の
自
治
会
へ
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願

い
し
、
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
ま
武
蔵
台
自
治
会
会
長　

土　

井　

太　

郎

第37回定例総会を次の予定で開催いたします。

■日時：平成28年3月27日（日曜日）
　　　　13時より
■場所：武蔵台公民館 多目的ホール

総会での主な報告及び決議予定事項は、次の
通りです。
　　平成27年度活動報告、及び、決算報告
　　平成28年度活動方針、及び、予算計画
　　平成28年度役員の選出

定例総会は年1回開催されます。出来るだけ
多くの自治会会員の皆様が参加して頂けるよ
うに願っております。
尚、ご都合が悪く、参加できない会員は、平
成 28年 3月 23日（水曜日）午後 3時まで
に委任状を自治会館まで提出願います。

こま武蔵台自治会
定例総会開催のお知らせ

住
む
人
た
ち
・
皆
様
の
積
極
的
な
参
加
意
識
が
不
可
欠
で
す
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平
成
28
年
1
月
16
日
（
土
）

午
後
7
時
～
9
時　
　

自
治
会
館
２
F
会
議
室

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

（
１
）
第
37
回
総
会
に
向
け
て
班
長
会

議
の
進
行
状
況
と
総
会
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
確
認

次
年
度
の
役
員
改
選
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
（
案
）
に
つ
い
て

（
２
）
第
37
回
総
会
議
案
書
作
成
検
討

ａ
平
成
28
年
度
総
体
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て

ｂ
各
行
事
の
予
算
案
並
び
に
新
取
組
行

事
に
か
か
わ
る
予
算
に
つ
い
て

10
月
の
役
員
会
協
議
事
項
の
専
門
部

と
し
て
の
取
り
組
み
検
討
に
つ
い
て

（
３
）
自
治
会
館
勤
務
対
応
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

期
間
：
平
成
28
年
１
月
～
３
月

◆
Ⅱ　

会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告
◆

（
１
）
会
長

ａ
５
丁
目
外
周
道
路
添
い
木
犀
樹
の
業
者

に
よ
る
剪
定
作
業
今
月
下
旬
よ
り
実
施

し
ま
す
。

ｂ
１
月
20
日（
水
）14
時　
包
括
セ
ン
タ
ー
、

民
生
委
員
、
福
祉
ネ
ッ
ト
合
同
会
議

　

平
成
27
年
度
（
1
月
）

　

第
10
回
定
例
役
員
会
報
告

ｃ
武
蔵
台
食
改
善
グ
ル
ー
プ
と
打
ち
合
わ

せ
検
討　

ｄ
２
月
10
日
（
水
）
10
時
30
分　
西
武
車

輌
検
修
セ
ン
タ
ー
と
の
定
例
懇
談

ｅ
自
治
会
館
内
外
の
整
理
整
頓
と
草
刈
協

力
の
お
願
い

（
２
）
区
長

ａ
１
月
４
日
（
月
）�

新
年
挨
拶
廻
り
（
市

役
所
・
社
会
協
議
会
・
公
民
館
、
商
工

会
議
所
。
飯
能
警
察
、
他
）

ｂ
１
月
６
日
（
水
）
高
麗
学
童
保
育
所　

凧
教
室
応
援　
10
時

ｃ
１
月
７
日
（
木
）
埼
玉
県
土
農
林
振
興

セ
ン
タ
ー
補
助
金
監
査　
10
時

ｄ
１
月
９
日
（
土
）
日
高
市
消
防
団
出
初

式　
９
時

ｅ
１
月
10
日
（
日
）
日
高
市
成
人
式
（
ア

リ
ー
ナ
）　
10
時
～

ｆ
１
月
19
日
（
火
）
日
高
市
社
会
福
祉
協

議
会
３
役
会　
13
時
30
分

ｇ
１
月
22
日
（
金
）
日
高
市
区
長
会　
13

時
30
分

ｈ
１
月
26
日
（
火
）
日
高
市
凧
揚
げ
大
会

実
行
委
員
会
14
時
30
分

ｉ
１
月
29
日（
金
）高
麗
郡
建
郡
１
３
０
０

年「
高
句
麗
衣
装
作
り
」（
公
民
館
）　
13

時
30
分

ｊ
１
月
31
日
（
日
）
日
高
市
社
会
福
祉
協

議
会
採
用
試
験
立
ち
合
い

以
上

自治会館の電話は、982-3904　FAX は、982-3904　E メールは、koma-m@abelia.ocn.ne.jp　です。

平
成
28
年
2
月
20
日
（
土
）

午
後
7
時
～
9
時　
　

自
治
会
館
２
F
会
議
室

◆
Ⅰ　

協
議
事
項
◆

（
１
）
第
37
回
総
会
に
向
け
て
議
案
書
作
成

検
討�

ａ
27
年
度
活
動
報
告
に
つ
い
て

ｂ
28
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

（
２
）
自
治
会
館
増
改
築
に
つ
い
て

ａ
増
改
築
の
理
由

ｂ
費
用
に
つ
い
て

（
３
）
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
に
関
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て

ａ
27
年
度
躯
体
内
修
繕
進
捗
の
見
通
し
に

つ
い
て

ｂ
維
持
管
理
に
関
す
る
市
役
所
と
の
覚
書

締
結

ｃ
庫
内
掃
除
用
の
水
運
び
解
消
対
策
に
つ

い
て

◆
Ⅱ　

会
長
・
区
長
か
ら
の
報
告
◆

（
１
）
会
長

ａ
地
内
に
於
い
て
、
資
源
回
収
、
高
圧
洗

浄
等
の
戸
別
斡
旋
チ
ラ
シ
配
布
横
行
し

て
い
る
（
回
覧
）

ｂ
６
丁
目
砂
の
入
り
公
園
周
囲
低
木
垣
根

強
制
剪
定
に
よ
る
ク
レ
ー
ム（
回
覧
済
み
）

ｃ
中
の
田
公
園
運
動
場
の
整
備
に
つ
い

　

平
成
27
年
度
（
2
月
）

　

第
11
回
定
例
役
員
会
報
告

山
本　
　

恵
三
（
90
歳
）
七
─
三
─
十
六

　

ご
逝
去
日　

一
月
十
一
日　

松
尾　
　

悟
司
（
84
歳
）
一
─
十
八
─
一

　

ご
逝
去
日　

一
月
二
十
日　

中
村　
　

正
義
（
103
歳
）
三
─
十
一
─
二

　

ご
逝
去
日　

一
月
二
十
七
日

宮
下　
　

好
美
（
75
歳
）
一
─
四
十
五
─
六

　

ご
逝
去
日　

二
月
十
日　
　

峰
村　

長
治
郎
（
74
歳
）
一
─
二
十
二
─
七

　

ご
逝
去
日　

二
月
十
七
日　

て
、
行
政
連
絡
の
不
備
に
よ
る
ク
レ
ー

ム
（
回
覧
済
み
）

ｄ
住
民
か
ら
の
相
談

①
４・
７
丁
目
榎
田
緑
地
枯
れ
木
伐
採

要
請
あ
り　
２
月
13
日
改
修
済
み

②
２
丁
目
12
─
３
空
き
家
の
庭
整
備
要

請　
持
ち
主
へ
連
絡
中

ｅ
２
月
７
日
（
日
）
28
年
度
３
役
選
出
会

議
開
催

ｆ
２
月
10
日
（
水
）
西
武
鉄
道
武
蔵
丘
検

修
セ
ン
タ
ー
打
ち
合
わ
せ

ｇ
２
月
12
日（
金
）１
丁
目
班
長
よ
り
携
帯

ガ
ス
ボ
ン
ベ
不
法
投
棄
（
指
定
日
以
外

排
出
）
あ
り
ル
ー
ル
の
徹
底
依
頼
あ
り

（
２
）
区
長

ａ
１
月
29
日（
金
）高
麗
郡
建
郡
１
３
０
０

年「
高
句
麗
衣
装
作
り
」開
催

ｂ
２
月
６
日　（
土
）高
麗
郡
建
郡
１
３
０
０

年「
日
高
市
手
作
り
凧
揚
げ
大
会
」開
催

ｃ
２
月
15
日（
月
）年
金
振
込
み
詐
欺
防
犯

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加（
ベ
ー
シ
ア
モ
ー
ル
）

以
上
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自治会館は、毎週月、水、金の午前 10 時〜午後３時、土の午前 10 時〜正午まで（年末年始、祝日除）開いています。

自治会専門部の部長さんに聞く
平成27年度自治会活動の専門部部長さんに、この1年の活動を通して考える『今』と『将来』について伺いました。
質問その1：1年間の活動を通して、今、どのようなことを感じたり、考えたりしていますか？
質問その2：次年度に向けての活動課題や進むべき方向についてどのように考えますか？

安全対策部 部長　世良田俊郎

A-1　今年度の活動を振り返って、強く印象に残ったのは、防
災・防犯意識を高める必要性を感じたことです。
防災面では、天災の多発・強大化が進み、「明日は我が身」と
実感します。
防犯面では、振り込め詐欺、空き巣犯罪が “今” 近所で発生し
ている状況です。

A-2　来年度の活動については、防災のために実効性のある自
主防災組織を作り上げ、非常時の通報体制の確立と避難訓練
の実施が、また、防犯には具体的な対策機器の活用が喫緊の
課題と考えます。

文化厚生部 部長　鳥井章男

A-1　毎月第二水曜日に『武蔵台サロン』を開いていますが、
毎回の参加者が非常に少ないと感じております（毎回15名前
後）。サロンは無料です。気軽に参加して頂くための活動が十
分なされたか検証したいと考えています。

A-2　「住民の親睦と交流の場としての自治会館」のイメージ
を、広げていく必要があると感じています。その為には『武
蔵台サロン』に行ってみたいと思われるような親しみのある
テーマづくりと場所づくりをしていくことが必要と思います。
来年度もまた、自治会館内に月替わりで花や風景の写真を展
示していきたいと考えます。

体育部 部長　宮岡孝二

A-1　運動を通じて自治会会員同士の交流を活性化し、会員の
絆を深め、健康増進と体力の維持向上づくりを進めないとい
けないと感じました。

A-2　地区体協と連携し、住民相互の連帯意識の醸成を図るこ
とを目的に取り組んで行かないとならないと思います。

広報部 部長　柳沢弘二

A-1　私たちの生活の周りでいま起きていることを伝え、これ
からどうしていくべきかを考えるきっかけを与えられる広報
誌を目指しました。私たちの街を知り、愛着と誇りを持って
もらいたいと願いながら編集をしました。双方向に情報の伝
達が出来る仕組みを創りました。

A-2　広報誌の改革は道半ばです。広報誌が意図する目標に
理解を得て、会員皆が参画し行動する成果が得られるように、
根気よく継続した活動が必要と考えます。

会計部 部長　石井透

A-1　会計処理、現預金の管理等、会計業務は順調に推移して
います。2月末決算の結果は、監査役会計監査を経て総会に
おいて報告致します。

A-2　課題は、会計担当者要員の確保です。現状の会計担当者
は2名です。
　・会計担当者の任期は、大切な資金をお預かりすることから

最大3年が限度と考えます。
　・会計担当者になるためには、自治会役員への立候補、若し

くは班長さんの中から本部役員候補となり会計を希望して
頂くことになります。

　・会計業務は、認可地縁団体用の会計ソフトを利用してお
り、簡単な簿記の知識があれは充分です。同時に、大切な
資金を適切に管理するために必要な几帳面さや責任感が求
められます。

　・2000に近い会員の皆さんの中には、多くの適任者がいらっ
しゃると思います。是非とも手を挙げていただきたく!!

安全対策部からのお知らせ

武蔵団地内の昨年の空き巣被害は6件ありました。全てに共通している手口は、ガラス窓からの侵入でした。
窓ガラスの鍵付近を割り、割ったガラスの穴から内錠を開錠し、戸を開けて侵入しています。

今回紹介する補助錠はガラス窓のサッシにはめ込むタイプで、誰でも簡単に取付・取外しが
出来ます。実際に、昨年、当団地内で「窓ガラスが割られて鍵が開錠している！」との通報
を受け、警察が現場の確認をしました。空き巣の手口である痕跡がありましたが、この補助
錠をしていたため、戸が開かず、侵入されずに済みました。
この補助錠で絶対に空き巣に入られないとは言えませんが、泥棒に対する抑止効果がありま
すので紹介いたします。
【商品】窓の補助錠　（販売元：㈱カインズ　税込価格：158円）

空き巣対策に有効な『窓の補助錠』の紹介



　
１
月
９
日
（
土
）、
武
蔵
台
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
・
み
ん
な
の
広
場
に
て
『
武
蔵
台
地
区
・
安

全
祈
願
新
春
の
集
い
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

武
蔵
台
自
治
会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

飯
能
警
察
署
、
高
麗
駐
在
所
連
絡
協
議
会
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、福
祉
ネ
ッ
ト
、日
高
都
市
ガ
ス
、

囃
子
連
、
そ
し
て
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
協
力
を
得
て
、
多
く
の
参
加
者
で
賑
や
か
に
楽

し
い
集
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
昔
な
が
ら
の
力
強
い
餅
つ
き
風
景
を
、
幼
稚
園

の
園
児
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
少
年
達
の
見
守
る

眼
差
し
は
真
剣
で
、
か
つ
て
の
我
が
家
の
餅
つ
き

を
思
い
出
す
懐
か
し
い
場
面
で
し
た
。

　
つ
き
た
て
の
か
ら
み
餅
、
き
な
こ
餅
、
あ
ん
こ

餅
な
ど
に
舌
鼓
を
う
ち
な
が
ら
、
楽
し
く
集
ま
っ

て
い
る
若
い
マ
マ
さ
ん
と
子
供
た
ち
、お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
付
き
添
い
の
若
い
お
孫
さ
ん
、
小
学
生
の
友

達
仲
間
な
ど
な
ど
、
新
春
の
美
味
し
さ
を
味
わ
え

た
楽
し
い
集
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

再
三
の
餅
つ
き
に
加
え

て
、
大
鍋
に
よ
る
豚
汁
、
た

こ
焼
き
も
振
る
舞
わ
れ
、
参

加
さ
れ
た
多
く
の
方
に
は
、

お
腹
も
満
足
さ
れ
た
こ
と
と

思
わ
れ
ま
す
。
か
ら
み
餅
の

大
根
を
調
理
さ
れ
て
お
ら
れ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
奥
様

は
、「
こ
の
様
な
行
事
で
集

ま
る
の
が
一
番
の
楽
し
み
」

と
、
心
温
ま
る
方
々
が
新
春

の
集
い
を
限
り
な
く
支
え
て

お
ら
れ
る
事
に
感
銘
い
た
し

ま
し
た
。

（
取
材
：
広
報
担
当　
池
辺
）

武 蔵 台 だ よ り2016年3月1日 （4）

『新春の集い』つきたてお餅に行列が続く

前号では、ショッピングセンター商店会長の林氏に、
「地域住民の憩いの場」を目指しているお話を伺い
ました。今回は、センターの中核店舗である『朝採
れファーム』の店長、山岸氏に直接地域の住民と向
き合っている立場の目線でのお話を伺いました。

（山岸氏）　朝採れファーム・高麗郷は、出店してこ
の4月で3年になります。開店当初は「野菜の直売」
をメインにしました。その後、地域に寄りそうお店
を目指そうという思いで、お越しくださる皆様のご
意見・要望を伺いながら、日々の生活に欠かせない
食品を店頭に並べ、品数を年々増しています。好評
な惣菜もこのひとつです。

（取材者）　産直野菜は、新鮮さはもとより生産者の
顔が見えるという安心さが好評のようですが、生鮮
食材の魚はどのようなPRポイントがあるのですか？

（山岸氏）　専属の魚屋さんがいて、新鮮な魚を解体
しお店に並べています。月1恒例となった本マグロ
の解体ショーでは、本マグロの美味しさをお届けし
ています。これからもより充実したショーにしてい
きます。店頭ではご試食もございますので、是非店
舗に立ち寄り楽しんで頂きたいと思います。

朝市＋フリーマーケットが 4 月からスタート！
（取材者）　今年は、ショッピングセンター商店会と
して地域コミュニティの場を作る新たな企画を検討
していると聞きましたが？

（山岸氏）　ふれあいマルシェ（こま武蔵台ショッピ

わが街・わが地域・わが暮らしの豆知識

ングセンター�朝市＆フリー
マーケット）を企画中です。
朝採れファームが事務局とな
り、自治会や福祉ネットおよ
びショッピングセンター管理

地域の人たちの集いの場・地域の人たちに寄りそうお店を目指しています！
ショッピングセンター・朝採れファーム　山岸店長さんに聞く

会社 IMONさんの協力を得て、4月第 1・3日曜日
から毎月開催する予定です。
この朝市が、地域の人たちと出店者を繋ぐ場になり、
みなさんの笑顔とおしゃべりが行き交う楽しい『コ
ミュニティの場』になることを目指します。

取材を終わって：何人かの方々に、朝採れファーム
について話を伺いました。『最近の品ぞろえは、日々
の食卓を満たせるまでに充実してきた』、『お正月の
刺身の盛り合わせを頼んだら、新鮮で美味しく大満
足』、『手巻き寿司の材料を、とお願いしたら、いろ
いろな具材を手巻き用にカットしてくれて、食卓が
華やいだ』などの声や、『釣った魚を持ち込んでさ
ばいてもらったよ！』などなど。地域の皆さんに寄
りそうお店の姿勢が少しずつ浸透してきているとの
印象を持ちました。

商店会長の林さんが熱く語られていた、ショッピン
グセンターの活性化が色々な形で一歩一歩進みだし
たように感じます。そして、この動きが本物になる
かどうかは、私たち一人一人が足を運び、諸企画に
参加し、共に行動することにかかっています。

（取材：広報担当�柳沢）
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武蔵台団地の住宅や店舗から出る生活系排水を処理
するのは、団地内の一角にある高麗汚水処理施設で
す。昭和52年の運転開始から一貫して今日まで運転・
維持管理をして頂いている共和メンテナンス株式会
社のリサイクル事業部・木村智佳子さんに施設の特
徴や日頃の思いをお伺いしました。

広報担当：この施設の概要、特徴は？
木村氏：施設開設以来39年目を迎える今日まで、途
中、施設が日高市に移管されても、施設の維持管理
は一貫して共和メンテナンス㈱が委託を受けてきま
した。現在、2,700所帯、約8,000人から発生する
1日当たり約2,400㎥�の生活排水を河川放流できる
水質まで浄化しています。
施設の特徴は、生物処理機能を効果的に活用して、
臭気の低減および汚泥の削減を図る「YMリアクター
システム」や、脱水汚泥を堆肥化・農業資源への転
換を図る「YMひまわりくん」を導入しており、更に
場内には畑を設けて、資源循環型社会を体現できる
パイロットプラントとしての役割も担っています。

*** 高麗汚水処理施設を取材 ***
365日、私たちの生活を支えてくれています！

広報担当：将来に向
けてのビジョンなど
お聞かせ願いません
か？
木村氏：これからも、
地球環境の保全に貢
献する企業として、
新技術の開発・改良
に努めていきます。
又、住民の皆様との
コミュニケーション
を大切にし、併設の
畑を利用し小学生や
幼稚園生と野菜の収
穫体験をするイベン
トなども考えたいと

わが街・わが地域・わが暮らしの豆知識

思っています。

私たちは、あたりまえのように水を使い、生活排水
を流し、便利な生活を享受しています。でもそれは、
木村さんたちの支えの上に成り立っていることを決
して忘れてはならないと痛感しました。感謝です。
ありがとうございます。� （取材：広報担当�柳沢）

曝気槽

YMひまわりくん

YMリアクター

　昨年の市民講座で、縄文時代住居跡
遺跡が、台だけでなく日向から高岡に
かけてもあったと知り、12月に「こ
ま路散策」で辿ってみました。日和田
山のふもと日向や上原の住居跡地は

縄文人も中世武士も住み着きたくなる場所？
高麗路を散策し縄文からの歴史に想いを馳せる

二丁目　田上　はるか

大澤舎新井家、沢山の多重塔など知るに
つけ、ここは平地とはまた違った、要害
の地を活かした土地柄では？などと推量
したくなります。門外漢で想像するばか
りですが、1300年前だけでなく中世から
現代までの高麗村の歴史をもっと知るこ
とができたらと思います。

沢と沢の間のこんもりした台地で、日当たり眺望良し、なるほ
ど！と感じたのでした。
　ところで、縄文時代住居跡は全国いたる所で見つかって、今
やありふれたもの。高麗駅のすぐ近くのささやかな「高麗村石
器時代住居跡」がなぜ国指定なの？という疑問が出ます。それ
は発見された時期が昭和４年。全国で７番目。埼玉で初めての
発掘で、地主の加藤喜代次郎さんが自ら先進的な仕方で発掘、
保存。考古学史に残る調査だったからということです。
　加藤喜代次郎さんは、その後も続けた高麗地区縄文時代住居
跡調査を「高麗郷土史」（昭和30年）に纏めています。その中で、
高麗村を「遠く秩父の山つづき、日和田と多峯主の山ふところ
に抱かれ、高麗川の流れにのぞむ、食に恵まれ、交通の開けた
平和な住みよいこの村」と謳っています。また、秩父氏の高麗
武家、丹党の高麗経家によるこの地の荘園開拓、土塁と中世の
岡上氏のことなどが書かれています。
　鎌倉時代に帰農したといわれる加藤家３兄弟や、高い文化の

福祉ネットからのお知らせ
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編　

集　

後　

記

　

早
い
も
の
で
、
当
号
が
今
年
度

最
後
の
広
報
誌
に
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
頂
く
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
読
む
時

間
を
割
い
て
頂
い
た
皆
さ
ん
に
、

何
か
少
し
で
も
得
る
も
の
を
感
じ

て
頂
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

常
に
思
い
悩
む
１
年
で
し
た
。『
今

を
知
り
・
明
日
を
考
え
・
そ
し
て

行
動
を
す
る
』
こ
と
に
資
す
る
広

報
誌
作
り
は
道
半
ば
で
す
。

（
広
報
担
当　
柳
沢
）

　

武
蔵
台
の
自
然
と
緑
を
楽
し
む

　
３
年
前
、
ご
縁
が
あ
り
、
こ
こ
武
蔵

台
に
引
越
し
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
ま

だ
居
住
も
浅
い
折
、
今
年
班
長
と
い
う

役
を
や
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
地
に
来
て
一
番
感
じ
た
こ
と
は
、
①
景
色
が
美
し

い
、
②
空
気
が
美
味
し
い
、
そ
し
て
、
③
ご
近
所
の
方
々

が
温
厚
で
あ
っ
た
こ
と
、
で
し
た
。

　
我
が
家
に
は
愛
犬
が
お
り
ま
す
。
以
前
の
お
散
歩
と
言

え
ば
、
た
だ
た
だ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
・
・
。
今
は
緑
が

沢
山
あ
り
、
毎
日
の
お
散
歩
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

年
間
を
通
し
て
、
春
に
は
木
々
の
芽
吹
き
や
新
緑
が
、
夏

に
は
穏
や
か
な
木
漏
れ
日
が
、
そ
し
て
秋
に
は
紅
葉
と
、

自
然
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。�

（
３
丁
目　
女
性　
Ｔ
氏
）

リ
レ
ー
随
想

ツイート広場・つぶやき交差点
◆梅に鶯ならぬアルミ缶　

　今冬は暖冬と言ってきたが、あにはか
らんや南の島に雪が降った。でも寒さが
厳しければ春の到来が楽しみだ、庭の紅
梅が二芽三芽咲き出した事で春がそこま
で来たことが見て取れる。
　この庭の梅の幹に酎ハイのアルミ缶を挟んで行った御
仁がいる、鶯と違いとても似合わない無粋やね！
　近頃、空き缶ポイ捨て、犬の糞不始末の注意喚起看板
も散見される、人の迷惑には心したいものだ。梅花を眺
めていると木の向こうの道を犬の散歩者が通る、散歩の出
で立、犬の行動も様々。中には庭の縁石で用を足していく、
飼わない人には気持ち良いものでは無い。ペットボトル
持参の方もいる、呑む為かと思いきや犬が鉄柱にしたや
つを洗い流しているスマートやね！
　地内を歩くと家々の庭を見るのも楽しみだ、庭木は四
季を通じて各々の表情をして周囲を楽しませてくれる。
中には残念な木も有る、植えっ放しで手が入らず道路や
隣地にはみ出し日陰や落ち葉で周囲に迷惑がられている。
この木は何のために植えられたのか？庭木の芸を見せる
事無く先は伐採の憂き目か、人の身勝手の仕業なりや。

（五丁目　Ｋ）

◆高麗川の自然回復を願うばかりです！
　今年１月、NHKが放映した『さわやか自然百景』を見て、高
麗川の自然の美しさを再認識した人も多くいることでしょう。

　その高麗川で最も美しいと言われている流域、お蔵淵に
建設重機が入り、河川敷や淵が容赦なく掘り返されたり埋
められたりしています。本誌11月号のこのコーナーに投
稿がありました『高麗川まるごと再生プロジェクト遊歩道
工事』が始まったのです。この淵は魚が多く生息し、カワ
セミや高麗川に住む野鳥の聖域（サンクチュアリ）と称さ
れている場所だそうです。『さわやか自然百景』の撮影舞
台となった所です。そこに幅２ｍのコンクリート遊歩道を
作る計画です。一度壊された自然のバランスや生態系の営
みが元通りに戻るのか、とても心配です。
　地域の活性化は重要な課題です。一人でも多くの人がこ
の地を訪れ、高麗川の自然を楽しんでもらうために流域を
整備しようという考えはわかります。観光収入も増え、経
済効果も期待できると考えるのも自然です。しかし、整備
が進んでいくうちに、高麗川は東京近郊の他の河川と変わ
らない環境になっていかないでしょうか。日高のシンボル
であるカワセミが減り、豊かな自然が多く失われていくこ
とがないように願っています。
　NHKのこの番組のHPは、「高麗川は人々の暮らしの近
くにありながら、今でも素晴らしい自然環境が残され、野
鳥の中の「宝石」と呼ぶにふさわしいカワセミの魅力を描
いてみたいと思った。淵の淀みにたまる枯葉、そこに生息
する虫、それを食に集まる魚、その魚を狩りするカワセミ・・
高麗川の豊かな自然が守られているからこそ、これらの生
態系が成り立ち、しいては私たちの暮しも成り立つ。高麗
川がいつまでも清流の名にふさわしくあることを願ってや
まない。」という言葉で結ばれていました。�（７丁目　Y）

（NHK番組 HPより）

今年１月16日のお蔵淵 工事開始後２月14日の同じ場所

　

清
流
と
緑
の
自
然
・
子
育
て
に
最
適
な
環
境
の

武
蔵
台
を
知
っ
て
ほ
し
い
！

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
。
地
震
・
津

波
に
よ
る
影
響
で
死
者
は
１
万
８
千
人

に
及
び
、
今
ま
だ
多
く
の
未
解
決
な
課

題
を
残
し
な
が
ら
も
復
興
事
業
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害

も
こ
こ
１
、２
年
多
く
発
生
し
て
い
る
。

　
東
京
か
ら
引
っ
越
し
て
き
て
６
年
。
清
流
と
緑
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
中
で
、
自
然
災
害
は
少
な
く

安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
と
感
じ
て
い
る
。
学
校
教

育
環
境
や
医
療
施
設
も
充
実
し
て
お
り
、
子
育
て
世
代

に
も
安
心
で
き
る
環
境
の
街
、
武
蔵
台
。
少
子
高
齢
化

を
迎
え
て
い
る
時
代
の
中
で
、
こ
の
環
境
を
知
っ
て
、

一
人
で
も
多
く
の
家
族
や
若
者
が
引
っ
越
し
て
き
て
ほ

し
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
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